
３中学校の生徒が自衛隊の仕事や防災学ぶ
立
高
松
・
服
織
・
藁
科
各
中
学
校
の
生
徒
合
わ

士
が
手
旗
信
号
を
使
っ
て
簡
単
な
言
葉
を
送
り

で
き
る
も
や
い
結
び
な
ど
を
学
ん
だ
。

日
（
月
）
か
ら
１
９
日
（
木
）
の
間
、
静
岡
市

号
と
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
体
験
を
行
っ
た
。
生
徒
同

２
日
目
は
、
服
織
・
藁
科
中
学
校
の
生
徒
も

消
防
隊
員
の
仕
事
を
体
験
し
た
。

「
水
防
法
」
に
つ
い
て
体
験
学
習
を
行
っ

４
日
目
は
服
織
・
藁
科
中
学
校
の
生
徒
が
、
案
内
所
か
ら
安
倍
川
の
河
口
ま
で
片
道
約
４
キ
ロ

所
（
所
長
・
河
野
隆
准
陸
尉
）
は
、
５
月
１
６

初
日
は
、
高
松
中
学
校
の
生
徒
が
同
案
内
所

せ
て
６
人
の
職
場
体
験
学
習
を
行
っ
た
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
静
岡
募
集
案
内

に
お
い
て
、
海
上
自
衛
官
が
使
用
す
る
手
旗
信

問
題
を
出
し
合
っ
た
り
、
日
々
の
生
活
に
活
用

市
）
で
部
隊
が
保
有
す
る
高
機
動
車
に
乗
っ
て

本
教
練
」
を
学
び
、
機
敏
な
動
作
を
身
に
つ
け
て
い
た
。

訓
練
の
様
子
や
装
備
品
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
、
自
衛
官
の
動
き
の
基
本
と
な
る
「
基

「
航
空
自
衛
隊
」
の
文
字
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
消
防
服
の
試
着
や
消
防
車
を
使
っ
た
放
水
な
ど
、

掃海艇「ちちじま」　下田黒船祭で特別公開
こ
れ
は
第
８
３
回
黒
船
祭
に
併
せ
て
行
っ
た
も
の
で
、
事
前
に
申
し
込
ん
だ
１
３
１
人
が
、
５
人

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
広
報
活
動
に
努

ま
た
、
船
の
航
行
に
関
す
る
仕
事
や
、
海
に
潜
っ
て
作
業
を
行
う
水
中
処
分
員
の
仕
事
な
ど
を
そ

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
自
衛
隊
の
任

賀
市
）
特
別
公
開
を
行
っ
た
。

当
日
は
色
と
り
ど
り
の
信
号
旗
を
掲
揚
す
る
満
艦
飾
も
行
わ
れ
、
岸
壁
に
集
ま
っ
た
見
学
者
た
ち

け
た
ほ
か
、
乗
員
に
よ
る
ら
っ
ぱ
吹
奏
や
手
旗
信
号
の
展
示
も
行
わ
れ
た
。
乗
員
が
見
学
者
の
名
前

め
て
い
く
。

日
（
日
）、
下
田
市
外
ヶ
岡
岸
壁
に
お
い
て
海
上
自
衛
隊
の
掃
海
艇
「
ち
ち
じ
ま
」（
神
奈
川
県
横
須

は
鮮
や
か
に
彩
ら
れ
た
掃
海
艇
を
夢
中
で
写
真
に
収
め
て
い
た
。

ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
艦
橋
や
装
備
な
ど
を
見
学
し
た
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
武
田
恭
一
１
等
空
佐
）
は
５
月
２
１
日
（
土
）
と
２
２

見
学
で
は
、
艇
長
が
指
揮
を
す
る
艦
橋
や
機
雷
除
去
任
務
に
使
用
す
る
装
備
品
な
ど
の
説
明
を
受

消防服試着

手旗信号体験

合
流
し
、
陸
上
自
衛
隊
板
妻
駐
屯
地
（
御
殿
場

駐
屯
地
内
の
施
設
を
見
学
し
た
り
、
隊
員
か
ら

決
壊
の
危
険
性
な
ど
を
学
び
、
到
着
地
で

さ
ら
に
、
普
段
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
同
基
地
の
配
電
室
で
、
電
気
を
管
理
す
る
電
気
員

３
日
目
は
３
校
の
生
徒
が
航
空
自
衛
隊
御
前
崎
分
屯
基
地
（
御
前
崎
市
）
を
訪
れ
た
。
背
中
に

を
歩
い
た
。
両
校
が
河
川
の
近
く
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歩
き
な
が
ら
堤
防
の
重
要
性
や

の
働
く
姿
や
そ
の
業
務
の
一
部
を
体
感
し
た
。

き
れ
い
に
密
着
さ
せ
て
構
築
す
る
の
が
大

変
だ
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
た
。

参
加
し
た
生
徒
は
「
航
空
自
衛
隊
の
仕

事
は
専
門
的
で
、
い
ろ
ん
な
仕
事
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
」「
土
の
う
は
た
だ
並
べ

れ
ば
い
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
。

静
岡
所
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
職
場

体
験
学
習
に
協
力
し
、
生
徒
の
職
業
観
の

育
成
や
防
災
意
識
の
向
上
の
力
添
え
と
な

れ
る
よ
う
邁
進
し
て
い
く
。

あ
る
中
島
展
望
広
場
で
は
、
河
口
の
砂
を

使
っ
た
土
の
う
作
成
や
構
築
要
領
な
ど

た
。

れ
ぞ
れ
の
担
当
者
が
紹
介
し
、
見
学
者
か
ら
は
「
子
供
が
将
来
海
上
自
衛
官
に
な
り
た
い
の
で
、
ど

を
聞
い
て
そ
の
場
で
手
旗
信
号
で
表
す
と
、
そ
の
俊
敏
な
動
き
に
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

ん
な
仕
事
が
あ
る
か
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

務
や
自
衛
官
の
仕
事
を
多
く
の
人
に
知


